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(57)【要約】
【課題】第１部材における締結部材及び固定孔の設置ス
ペースを小さくする。
【解決手段】ウェビング巻取装置１２では、スクリュー
１００の締結方向に直交する方向へ開放された凹状を成
す収容部８２がボディ６０に形成されている。そして、
収容部８２内にスクリュー１００の頭部１０２が収容さ
れて、スクリュー１００が、収容部８２の一側壁８４の
挿通部８８内を挿通してフレーム３０と締結されている
。また、収容部８２の他側壁８６に工具孔９２が形成さ
れている。このため、工具を工具孔９２内へ挿入させて
、スクリュー１００をフレーム３０に締結できる。さら
に、他側壁８６には、スプリングカバーを固定する固定
孔９４が形成されており、スクリュー１００の締結方向
から見て固定孔９４が頭部１０２とラップしている。し
たがって、スクリュー１００の締結方向から見たボディ
６０におけるスクリュー１００及び固定孔９４の設置ス
ペースを小さくできる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートベルト装置の一部を構成する装置構成部材に用いられたベース部材に締結部材に
よって固定された第１部材と、
　前記第１部材に対して前記ベース部材とは反対側において前記第１部材に固定された第
２部材と、
　前記第１部材に形成され、前記締結部材の締結方向に対して直交する方向に開放された
凹状を成すと共に、前記締結部材の頭部が収容された収容部と、
　前記収容部における前記ベース部材側の側壁を構成し、前記締結部材が挿通された挿通
部を有する一側壁と、
　前記収容部における前記第２部材側の側壁を構成し、前記締結部材を前記ベース部材に
締結させるための工具が挿入される工具孔と、前記締結部材の締結方向から見て前記締結
部材の頭部とラップした位置に配置され且つ第２部材を固定するための固定孔と、を有す
る他側壁と、
　を備えたシートベルト装置。
【請求項２】
　前記工具孔と前記固定孔とが連通された請求項１に記載のシートベルト装置。
【請求項３】
　前記工具孔が前記固定孔と兼用された請求項１に記載のシートベルト装置。
【請求項４】
　前記第２部材には、固定部が一体に形成されており、前記固定部が前記固定孔内に挿入
されて前記固定孔と嵌合されることで、前記第２部材が前記第１部材に固定される請求項
１～請求項３の何れか１項に記載のシートベルト装置。
【請求項５】
　前記締結部材の締結方向から見て前記挿通部は前記収容部の開口側へ開放された溝状に
形成されており、
　前記締結部材と係合可能に構成された爪部が、前記挿通部の内周部に形成された請求項
１～請求項４の何れか１項に記載のシートベルト装置。
【請求項６】
　前記装置構成部材は、乗員の身体を拘束するウェビングを備えたウェビング巻取装置と
されており、
　前記ベース部材は、前記ウェビングを巻取るスプールを回転可能に支持するフレームと
された請求項１～請求項５の何れか１項に記載のシートベルト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートベルト装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両のシートベル装置は、ウェビングを巻取るウェビング巻取装置（装置構成部材）を
備えている。このウェビング巻取装置では、例えば機能毎に構成されたユニットがフレー
ム（ベース部材）に組付けられている。
【０００３】
　例えば下記特許文献１に記載されたウェビング巻取装置では、フレームに駆動機構のケ
ース（第１部材）がネジ等の締結部材によって固定されており、このケースに付勢機構の
カバー（第２部材）が固定されている。このため、ケースには、締結部材の頭部が配置さ
れると共に、カバーを固定させるための固定孔が形成されている。すなわち、ケースにお
いて、締結部材の頭部及び固定孔を設置するためのスペースを確保する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２５５７３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、スペース上の制約等によって締結部材と固定孔とが近傍に配置されてお
り、例えば小型化等の要求に対応するためには、締結部材と固定孔とによって占めるスペ
ースを小さくすることが望ましい。
【０００６】
　本発明は、上記事実を考慮し、第１部材における締結部材及び固定孔の設置スペースを
小さくできるシートベルト装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載のシートベルト装置は、シートベルト装置の一部を構成する装置構成部
材に用いられたベース部材に締結部材によって固定された第１部材と、前記第１部材に対
して前記ベース部材とは反対側において前記第１部材に固定された第２部材と、前記第１
部材に形成され、前記締結部材の締結方向に対して直交する方向に開放された凹状を成す
と共に、前記締結部材の頭部が収容された収容部と、前記収容部における前記ベース部材
側の側壁を構成し、前記締結部材が挿通された挿通部を有する一側壁と、前記収容部にお
ける前記第２部材側の側壁を構成し、前記締結部材を前記ベース部材に締結させるための
工具が挿入される工具孔と、前記締結部材の締結方向から見て前記締結部材の頭部とラッ
プした位置に配置され且つ第２部材を固定するための固定孔と、を有する他側壁と、を備
えている。
【０００８】
　請求項１に記載のシートベルト装置では、シートベルト装置の一部を構成する装置構成
部材が、ベース部材と、第１部材と、第２部材とを含んで構成されている。そして、第１
部材は締結部材によってベース部材に固定されており、第２部材は、第１部材に対してベ
ース部材とは反対側において、第１部材に固定されている。
【０００９】
　ここで、第１部材には、収容部が形成されており、収容部は、締結部材の締結方向に対
して直交する方向に開放された凹状を成している。また、収容部におけるベース部材側の
側壁が一側壁とされており、収容部における第２部材側の側壁が他側壁とされている。す
なわち、他側壁、収容部、及び一側壁が締結部材の締結方向に並んで配置されている。
【００１０】
　そして、締結部材の頭部が収容部内に収容された状態で、締結部材が一側壁の挿通部内
を挿通してベース部材と締結されている。その結果、締結部材の頭部が第１部材の内部に
配置された状態で、第１部材の一側壁が、締結部材によってベース部材に固定される。
【００１１】
　また、第１部材の他側壁には、工具孔が形成されている。このため、収容部内に締結部
材の頭部が収容されても、工具の先端部を工具孔内へ挿入させることで、当該工具によっ
て締結部材をベース部材に締結することができる。
【００１２】
　さらに、第１部材の他側壁には、第２部材を固定するための固定孔が形成されており、
固定孔は、締結部材の締結方向から見て、締結部材の頭部とラップした位置に配置されて
いる。すなわち、締結部材の締結方向において収容部とは異なる位置に配置された他側壁
に固定孔が形成されて、この固定孔に第２部材が固定される。これにより、固定孔と締結
部材の頭部との干渉を抑制しつつ、固定孔を締結部材の締結方向から見て締結部材の頭部
とラップした位置に配置できる。したがって、締結部材の締結方向から見た第１部材にお
ける締結部材及び固定孔の設置スペースを小さくできる。
【００１３】
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　請求項２に記載のシートベルト装置は、請求項１に記載のシートベルト装置において、
前記工具孔と前記固定孔とが連通されている。
【００１４】
　請求項２に記載のシートベルト装置では、工具孔と固定孔とが連通されているため、締
結部材の締結方向から見た第１部材における締結部材及び固定孔の設置スペースを一層小
さくできる。
【００１５】
　請求項３に記載のシートベルト装置は、請求項１に記載のシートベルト装置において、
前記工具孔が前記固定孔と兼用されている。
【００１６】
　請求項３に記載のシートベルト装置では、締結部材に対応する孔を他側壁に１箇所形成
して、当該孔を工具孔及び固定孔として利用できる。これにより、工具孔と固定孔とを共
用化でき、締結部材の締結方向から見た第１部材における締結部材及び固定孔の設置スペ
ースをより一層小さくできる。
【００１７】
　請求項４に記載のシートベルト装置は、請求項１～請求項３の何れか１項に記載のシー
トベルト装置において、前記第２部材には、固定部が一体に形成されており、前記固定部
が前記固定孔内に挿入されて前記固定孔と嵌合されることで、前記第２部材が前記第１部
材に固定される。
【００１８】
　請求項４に記載のシートベルト装置では、第２部材に一体に形成された固定部が、第１
部材の固定孔と嵌合することで、第２部材が第１部材に固定される。このため、コストア
ップを抑制しつつ簡易な構成で第２部材を第１部材に固定できる。
【００１９】
　請求項５に記載のシートベルト装置は、請求項１～請求項４の何れか１項に記載のシー
トベルト装置において、前記締結部材の締結方向から見て前記挿通部は前記収容部の開口
側へ開放された溝状に形成されており、前記締結部材と係合可能に構成された爪部が、前
記挿通部の内周部に形成されている。
【００２０】
　請求項５に記載のシートベルト装置では、挿通部は、締結部材の締結方向から見て、収
容部の開口側へ開放された溝状に形成されている。これにより、締結部材を挿通部内へ挿
入しつつ、締結部材の頭部を収容部内へ挿入することで、締結部材を所定の締結位置へ配
置できる。
【００２１】
　しかも、挿通部の内周部には、爪部が形成されており、爪部は締結部材と係合可能に構
成されている。このため、締結部材における収容部の開口側への移動が抑制されるため、
締結部材を締結位置に仮保持できる。これにより、締結部材を締結位置に仮保持した状態
で第１部材をベース部材との組付位置に配置できる。したがって、第１部材をベース部材
へ組付ける際の組付性を向上できる。
【００２２】
　請求項６に記載のシートベルト装置は、請求項１～請求項５の何れか１項に記載のシー
トベルト装置において、前記装置構成部材は、乗員の身体を拘束するウェビングを備えた
ウェビング巻取装置とされており、前記ベース部材は、前記ウェビングを巻取るスプール
を回転可能に支持するフレームとされている。
【００２３】
　請求項６に記載のシートベルト装置では、装置構成部材がウェビング巻取装置とされて
いる。このため、ウェビング巻取装置において、例えば、機能毎に構成された複数のユニ
ットを重ねて固定する際に、固定構造の省スペース化を図ることができる。
【発明の効果】
【００２４】
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　請求項１に記載のシートベルト装置によれば、第１部材における締結部材及び固定孔の
設置スペースを小さくできる。
【００２５】
　請求項２に記載のシートベルト装置によれば、第１部材における締結部材及び固定孔の
設置スペースを一層小さくできる。
【００２６】
　請求項３に記載のシートベルト装置によれば、第１部材における締結部材及び固定孔の
設置スペースをより一層小さくできる。
【００２７】
　請求項４に記載のシートベルト装置によれば、コストアップを抑制しつつ簡易な構成で
第２部材を第１部材に固定できる。
【００２８】
　請求項５に記載のシートベルト装置によれば、第１部材をベース部材へ組付ける際の組
付性を向上できる。
【００２９】
　請求項６に記載のシートベルト装置によれば、ウェビング巻取装置において、例えば、
機能毎に構成された複数のユニットを重ねて固定する際に、固定構造の省スペース化を図
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本実施の形態に係るシートベルト装置の一部を構成するウェビング巻取装置に用
いられるボディの一部を示すスプリングカバー側から見た側面図（図２のＦ部拡大図）で
ある。
【図２】図１に示されるボディの全体を示すスプリングカバー側から見た側面図である。
【図３】図１に示されるボディの一部を示すフレーム側から見た側面図である。
【図４】図２に示されるボディがフレームに固定された状態を示す断面図（図２の４－４
線位置に対応する断面図）である。
【図５】図２に示されるボディにスプリングカバーが固定される状態を示す拡大した断面
図（図２の５－５線位置に対応する断面図）である。
【図６】本実施の形態に係るシートベルト装置の一部を構成するウェビング巻取装置の全
体を示す分解斜視図である。
【図７】本実施の形態に係るシートベルト装置の全体を示す車両前方側から見た正面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、図面を用いて本実施の形態に係るシートベルト装置１０の全体について説明して
、次いでシートベルト装置１０の一部を構成する「装置構成部材」としてのウェビング巻
取装置１２について説明する。さらに、その後にウェビング巻取装置１２に適用された固
定構造８０について説明する。また、以下の説明では、車両右側に配置された車両用シー
トＳに適用されたシートベルト装置１０について説明する。なお、車両左側に配置された
車両用シートに適用されるシートベルト装置は、車両の右側の車両用シートＳに適用され
たシートベルト装置１０と左右対称に構成されている。
【００３２】
　図７に示されるように、シートベルト装置１０はウェビング巻取装置１２を備えている
。なお、図７に示される矢印ＲＨは車両右方（車両幅方向一側）を示し、矢印ＵＰは上方
を示している。ウェビング巻取装置１２は、車両のセンタピラー（図示省略）等の車体に
固定されて、車両用シートＳの側方に配置されている。そして、略長尺帯状のウェビング
１４が、ウェビング巻取装置１２から車両上方側へ延出されると共に、車両に設けられた
スルーアンカ１６内を挿通している。また、ウェビング１４は、スルーアンカ１６によっ
て折り返されて、スルーアンカ１６から車両下方側へ延出されており、ウェビング１４の
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先端部が車両のアンカ１８に固定されている。
【００３３】
　また、ウェビング１４には、タングプレート２０がウェビング１４の長手方向に移動可
能に設けられている。そして、車両用シートＳのシート左側において車体に連結されたバ
ックル装置２２にタングプレート２０が係合されることで、着座乗員Ｐにウェビング１４
が装着されて、着座乗員Ｐの身体がウェビング１４によって拘束されるようになっている
。
【００３４】
（ウェビング巻取装置１２について）
【００３５】
図６に示されるように、ウェビング巻取装置１２は、「ベース部材」としてのフレーム３
０と、フレーム３０の内側に配置された略円筒形状のスプール３８と、を含んで構成され
ている。また、ウェビング巻取装置１２は、フレーム３０の外側に配置された切換機構５
０、「第１部材」としてのボディ６０、及び付勢機構７０を有している。以下、それぞれ
の構成について説明する。
【００３６】
　フレーム３０は、車体に固定される板状の背板３２を備えている。この背板３２の幅方
向両端部からは脚板３４，３６が略直角に延出されており、フレーム３０は、上側（図６
の矢印Ａ方向側）から見た平面視で略凹形状に形成されている。
【００３７】
　スプール３８は、脚板３４と脚板３６とが対向する方向を軸方向にして、脚板３４と脚
板３６との間に配置されている。このスプール３８内には、軸心部において、フォースリ
ミッタ機構を構成するトーションシャフト４０が同軸上に挿入されている。トーションシ
ャフト４０の長手方向中間部には、連結部（図示省略）が形成されており、トーションシ
ャフト４０は連結部においてスプール３８と一体回転可能に連結されている。そして、ト
ーションシャフト４０の長手方向一端部（脚板３４側の端部）が間接的にフレーム３０に
回転可能に支持されると共に、トーションシャフト４０の長手方向他端部（脚板３６側の
端部）が、後述する付勢機構７０を介してフレームに回転可能に支持されている。
【００３８】
　また、スプール３８には、ウェビング１４の長手方向一端部（基端部）が連結固定され
ている。そして、スプール３８が巻取方向（図６の矢印Ｂ方向）へ回転されることで、ウ
ェビング１４が自身の基端側からスプール３８の外周部に層状に巻取られる。一方、ウェ
ビング１４の長手方向他端部（先端部）を引張ることで、スプール３８が引出方向（図６
の矢印Ｃ方向）へ回転されて、ウェビング１４がスプール３８から引出されるように構成
されている。
【００３９】
　さらに、前述したトーションシャフト４０の長手方向一端部と連結部との間には、図示
しない第１捩れ変形部が形成されており、トーションシャフト４０の長手方向他端部と連
結部との間には、図示しない第２捩れ変形部が形成されている。
【００４０】
　また、トーションシャフト４０の長手方向一端部には、ロック機構を構成するロックベ
ース４２が一体に結合されており、ロックベース４２は略円板状に形成されて、トーショ
ンシャフト４０と同軸上に配置されている。そして、車両の緊急時（車両の急減速時やス
プール３８が急激に引出方向へ回転された際）には、ロックベース４２の引出方向への回
転が制限されるように構成されている。これにより、車両の緊急時に、第１捩れ変形部が
捩れ変形することで、スプール３８の引出方向への回転が許容されて、ウェビング１４の
引張りに供される着座乗員の運動エネルギを第１捩れ変形部が吸収するように構成されて
いる。
【００４１】
　切換機構５０は、フレーム３０の脚板３６の外側（図６の矢印Ｅ方向側）に配置されて
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いる。この切換機構５０は、乗員の体格に応じて、トーションシャフト４０の第２捩れ変
形部の捩れ変形を可能にするか否かを切換るためのものである。具体的には、切換機構５
０は略箱状のケース５２を有しており、ケース５２は脚板３６に固定されている。このケ
ース５２内には、円環板状のロックリング５４が回転可能に支持されると共に、パウル（
図示省略）がロックリング５４と係合した状態で設けられている。そして、パウルとロッ
クリング５４とが係合されている状態では、ロックリング５４の引出方向への回転が制限
されている。さらに、ケース５２には、ガスジェネレータ５６が装着されており、ガスジ
ェネレータ５６は、車両の制御装置（図示省略）に電気的に接続されている。また、制御
装置は、体格センサ（図示省略）と衝突検出センサ（図示省略）と電気的に接続されてい
る。
【００４２】
　そして、車両の緊急時にトーションシャフト４０の第１捩れ変形部が捩れ変形すること
で、トーションシャフト４０の長手方向他端部が図示しない連結機構を介してロックリン
グ５４に連結されるようになっている。この状態では、ロックリング５４の引出方向への
回転がパウルによって制限されているため、トーションシャフト４０の長手方向他端部の
引出方向への回転が制限される。これにより、トーションシャフト４０の第２捩れ変形部
が捩れ変形することで、ウェビング１４の引張りに供される乗員の運動エネルギを第１捩
れ変形部及び第２捩れ変形部が吸収するように構成されている。
【００４３】
　一方、体格センサが検出した乗員の体格が基準値未満である場合には、制御装置の制御
によってガスジェネレータ５６が作動されて、パウルとロックリング５４との係合状態が
解除されるように構成されている。これにより、この場合には、ロックリング５４の引出
方向への回転が許容されるため、第２捩れ変形部が捩れ変形しないように構成されている
。
【００４４】
　ボディ６０は、樹脂材により構成されると共に、切換機構５０に対してフレーム３０と
は反対側（図６の矢印Ｅ方向側）に配置されている。このボディ６０は、略矩形板状に形
成されて、厚さ方向をスプール３８の軸方向にして配置されている。そして、ボディ６０
は、フレーム３０との間に切換機構５０のケース５２が介在された状態で、フレーム３０
の脚板３６に固定されている。また、ボディ６０には、フレーム３０側へ開放された複数
の凹部６２が形成されており、これにより、ボディ６０の成形時におけるヒケ等が抑制さ
れるようになっている。また、ボディ６０の略中央部には、円形状の挿通孔６４が形成さ
れており、挿通孔６４内をトーションシャフト４０の長手方向他端部が挿通されている。
【００４５】
　付勢機構７０は、ボディ６０に対してフレーム３０とは反対側（図６の矢印Ｅ方向側）
に配置されている。付勢機構７０は、「第２部材」としてのスプリングカバー７２を備え
ており、スプリングカバー７２はフレーム３０側へ開放された略箱状に形成されて、ボデ
ィ６０に固定されている。そして、スプリングカバー７２内には、ぜんまいばね（図示省
略）が設けられており、スプリングカバー７２の開口部がスプリングシート７４によって
塞がれている。これにより、スプリングシート７４によってぜんまいばねが覆われている
。このぜんまいばねの巻き方向外側端は、スプリングカバー７２に係止されている。また
、ぜんまいばねの巻き方向内側端は、トーションシャフト４０の長手方向他端部に係止さ
れている。そして、ぜんまいばねは、トーションシャフト４０（スプール３８）を巻取方
向側へ付勢している。
【００４６】
　次に本発明の要部である、ボディ６０及びスプリングカバー７２の固定構造８０につい
て説明する。図２に示されるように、固定構造８０は、ボディ６０の外周部（図２のＦ部
）に適用されている。
【００４７】
　図１及び図３に示されるように、ボディ６０には、外周部において、収容部８２が形成
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されている。この収容部８２は、ボディ６０の厚さ方向に対して直交する方向（具体的に
は、図６に示されるように背板３２の板厚方向外側（図６の矢印Ｇ方向側））へ開放され
た凹状を成すと共に、収容部８２の開放側から見て矩形状に形成されている。これにより
、収容部８２を構成する一対の側壁がボディ６０の厚み方向（スプール３８の軸方向）に
対向して配置されており、収容部８２のフレーム３０側の側壁が一側壁８４とされると共
に、収容部８２のスプリングカバー７２側の側壁が他側壁８６とされている（図４及び図
５参照）。
【００４８】
　この収容部８２の一側壁８４には、挿通部８８が形成されている。挿通部８８は、一側
壁８４の厚さ方向に貫通されると共に、ボディ６０の厚さ方向から見て収容部８２の開口
側へ開放された溝状に形成されている。そして、挿通部８８における開放側の部分が挿入
路８８Ａとされており、挿入路８８Ａは収容部８２の長手方向に沿って形成されると共に
、ボディ６０の厚さ方向から見て、挿入路８８Ａの内周面が平行に配置されている。また
、挿通部８８における挿入路８８Ａとは反対側の端部は配置部８８Ｂとされており、配置
部８８Ｂは、ボディ６０の厚さ方向から見て、略Ｃ字形状（挿入路８８Ａ側へ一部開放さ
れた円形状）に形成されている。
【００４９】
　そして、図４に示されるように、収容部８２の一側壁８４は、「締結部材」としてのス
クリュー１００によってフレーム３０の脚板３６に固定されている。このスクリュー１０
０は、所謂段付きネジとして構成されており、具体的には、スクリュー１００が、円板状
の頭部１０２と、ネジ部１０４と、頭部１０２とネジ部１０４との間に配置された円柱状
の段部１０６と、を含んで構成されている。また、段部１０６の外径寸法は、頭部１０２
の外径寸法及び前述した挿通部８８の配置部８８Ｂにおける内径寸法に比して小さく設定
されている。さらに、ネジ部１０４の外径寸法は、前述した挿通部８８の挿入路８８Ａに
おける幅寸法に比して小さく設定されている。
【００５０】
　そして、スクリュー１００が配置部８８Ｂの中心軸と同軸上に配置されて（この位置を
「締結位置」という）、スクリュー１００のネジ部１０４が、フレーム３０の脚板３６に
形成されたネジ孔部３６Ａに螺合されている。また、この状態では、収容部８２内にスク
リュー１００の頭部１０２が収容され、スクリュー１００の段部１０６が配置部８８Ｂ内
に配置されると共に、スクリュー１００のネジ部１０４がボディ６０からフレーム３０側
へ突出されている。さらに、この状態では、ボディ６０とフレーム３０との間には、切換
機構５０のケース５２が介在されている。なお、スクリュー１００を配置部８８Ｂ内（締
結位置）に配置させる際には、図２に示されるように、スクリュー１００を、挿通部８８
の挿入路８８Ａの側方に配置して、配置部８８Ｂ側（図２の矢印Ｈ方向側）へスライドさ
せる。そして、挿通部８８の挿入路８８Ａ内にスクリュー１００のネジ部１０４を挿入さ
せると共に、収容部８２内にスクリュー１００の頭部１０２及び段部１０６を挿入させて
、スクリュー１００を配置部８８Ｂ内に配置するようになっている。
【００５１】
　また、図１及び図３に示されるように、挿通部８８の挿入路８８Ａには、一対の爪部９
０が形成されている。爪部９０は、ボディ６０の板厚方向から見て、略三角形状に形成さ
れて、挿入路８８Ａの内周面から互いに接近する方向へ突出されている。また、爪部９０
は傾斜面９０Ａを有しており、傾斜面９０Ａは配置部８８Ｂ側へ向かうに従い互いに接近
する方向に傾斜されている。そして、一対の爪部９０間の最小寸法が、スクリュー１００
のネジ部１０４における外径寸法に比べて小さく設定されている。
【００５２】
　このため、スクリュー１００のネジ部１０４を挿通部８８の配置部８８Ｂ側へスライド
させる際には、ネジ部１０４が一対の爪部９０（の傾斜面９０Ａ）を押圧して、挿入路８
８Ａが広がるようにボディ６０が弾性変形することで、スクリュー１００の配置部８８Ｂ
側へのスライドが可能になっている。また、スクリュー１００が配置部８８Ｂ内（締結位
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置）に配置された状態から収容部８２の開口側へ移動しようとすると、ネジ部１０４が爪
部９０に係合して、スクリュー１００における収容部８２の開口側への移動が制限される
。すなわち、爪部９０によってスクリュー１００を配置部８８Ｂ内に仮保持するように構
成されている。
【００５３】
　一方、収容部８２の他側壁８６には、円形状の工具孔９２が貫通形成されており、工具
孔９２は、配置部８８Ｂの中心軸（すなわち、スクリュー１００）と同軸上に配置される
と共に、収容部８２内と連通されている。また、スクリュー１００を締め付ける工具の先
端部が工具孔９２内に挿入できるように工具孔９２の内径寸法が設定されている。さらに
、前述したスクリュー１００の頭部１０２の中央部には、この工具の先端部と嵌合される
嵌合凹部１０２Ａ（図４参照）が形成されており、この嵌合凹部１０２Ａは、スクリュー
１００のネジ部１０４とは反対側へ開放された断面略星形状に形成されている。そして、
スプリングカバー７２側から当該工具を工具孔９２内に挿入させて、配置部８８Ｂ内に仮
保持されたスクリュー１００を工具によって締結するようになっている。これにより、ス
プリングカバー７２からフレーム３０へ向かう方向（図４の矢印Ｄ方向）がスクリュー１
００の締結方向とされている。なお、スクリュー１００の嵌合凹部１０２Ａの断面形状を
六角形状や十字形状に形成してもよい。
【００５４】
　また、収容部８２の他側壁８６には、工具孔９２と隣接する位置において、後述するス
プリングカバー７２の固定部９６を固定するための固定孔９４が貫通形成されている。こ
の固定孔９４は、円形状に形成されており、スクリュー１００の締結方向から見て、スク
リュー１００の頭部１０２とラップした位置に配置されている（図１参照）。
【００５５】
　図５に示されるように、スプリングカバー７２には、ボディ６０の固定孔９４に対応す
る位置において、固定部９６が一体に形成されており、この固定部９６によって、スプリ
ングカバー７２がボディ６０に固定されるようになっている。具体的には、固定部９６は
、略円筒状の嵌合筒部９６Ａと、円柱状のボス部９６Ｂと、を含んで構成されている。嵌
合筒部９６Ａは、スプリングカバー７２からボディ６０側へ突出されて、固定孔９４と同
軸上に配置されている。そして、嵌合筒部９６Ａの外径寸法は固定孔９４の内径寸法に比
べて僅かに小さく設定されており、嵌合筒部９６Ａが固定孔９４内に挿入されている。さ
らに、嵌合筒部９６Ａの内径寸法は、嵌合筒部９６Ａの先端へ向かうに従い小さくなるよ
うに設定されている。
【００５６】
　固定部９６のボス部９６Ｂは、嵌合筒部９６Ａと同軸上に設けられると共に、スプリン
グカバー７２からボディ６０とは反対側へ突出されている。このボス部９６Ｂの外径寸法
は、嵌合筒部９６Ａの先端側における内径寸法より大きく設定されている。また、ボス部
９６Ｂの基端部が、嵌合筒部９６Ａの基端部の内側に配置されると共に、破断部９８によ
って嵌合筒部９６Ａと一体に結合されている。そして、特定の荷重値以上の荷重でボス部
９６Ｂをボディ６０側（図５の矢印Ｄ方向側）へ押し込むことで、破断部９８が破断され
て、ボス部９６Ｂが嵌合筒部９６Ａ内に挿入されるようになっている。さらに、ボス部９
６Ｂが嵌合筒部９６Ａの先端部まで押し込まれると、ボス部９６Ｂによって嵌合筒部９６
Ａが自身の径方向外側へ押し広げられて、嵌合筒部９６Ａの外周面が固定孔９４の内周面
に密着される。これにより、嵌合筒部９６Ａが固定部９６に固定される。なお、スプリン
グカバー７２がボディ６０に固定された状態では、固定部９６とスクリュー１００の頭部
１０２とは、干渉しないように設定されている。
【００５７】
　次に、本実施の形態に作用及び効果について説明する。
【００５８】
　上記のように構成されたウェビング巻取装置１２では、フレーム３０の脚板３６の外側
にボディ６０が配置されており、ボディ６０はスクリュー１００によってフレーム３０に
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固定されている。また、ボディ６０に対してフレーム３０とは反対側にスプリングカバー
７２が配置されており、スプリングカバー７２の固定部９６がボディ６０の固定孔９４に
固定されている。
【００５９】
　ここで、ボディ６０には、収容部８２が形成されており、収容部８２は、スクリュー１
００の締結方向に対して直交する方向へ開放された凹状を成している。これにより、ボデ
ィ６０には、収容部８２を構成する一側壁８４と他側壁８６とが形成されており、他側壁
８６、収容部８２、及び一側壁８４が、スクリュー１００の締結方向に並んで配置されて
いる。
【００６０】
　そして、収容部８２内にスクリュー１００の頭部１０２が収容された状態で、スクリュ
ー１００が、一側壁８４の挿通部８８（の配置部８８Ｂ）内を挿通してフレーム３０と締
結されている。その結果、スクリュー１００の頭部１０２がボディ６０の内部に配置され
た状態で、ボディ６０の一側壁８４がスクリュー１００によってフレーム３０に固定され
ている。
【００６１】
　また、ボディ６０の他側壁８６には、工具孔９２が形成されており、工具孔９２は、配
置部８８Ｂ（スクリュー１００）の中心軸と同軸上に配置されると共に、収容部８２内と
連通されている。このため、収容部８２内にスクリュー１００の頭部１０２が収容されて
も、工具の先端部を工具孔９２内へ挿入させることで、スクリュー１００をフレーム３０
に締結することができる。
【００６２】
　さらに、ボディ６０の他側壁８６には、スプリングカバー７２の固定部９６を固定する
ための固定孔９４が形成されており、固定孔９４は、スクリュー１００の締結方向から見
て、スクリュー１００の頭部１０２とラップした位置に配置されている。すなわち、ボデ
ィ６０の厚さ方向（スクリュー１００の締結方向）において収容部８２とは異なる位置に
配置された他側壁８６に固定孔９４が形成されて、この固定孔９４にスプリングカバー７
２の固定部９６が固定される。このため、固定孔９４（固定部９６）とスクリュー１００
の頭部１０２との干渉を抑制しつつ、スクリュー１００の締結方向から見て固定孔９４を
スクリュー１００の頭部１０２とラップした位置に配置できる。したがって、スクリュー
１００の締結方向から見たボディ６０におけるスクリュー１００（頭部１０２）及び固定
孔９４の設置スペースを小さくできる。
【００６３】
　また、スプリングカバー７２には、固定部９６が一体に形成されており、固定部９６は
、嵌合筒部９６Ａとボス部９６Ｂとを含んで構成されている。そして、ボディ６０の固定
孔９４内に嵌合筒部９６Ａが挿入されて、ボス部９６Ｂが嵌合筒部９６Ａ内に押し込まれ
ることで、固定部９６（嵌合筒部９６Ａ）が固定孔９４に固定される。このため、コスト
アップを抑制しつつ簡易な構成でスプリングカバー７２をボディ６０に固定できる。
【００６４】
　さらに、ボディ６０の挿通部８８は、スクリュー１００の締結方向から見て、収容部８
２の開口側へ開放された溝状に形成されている。これにより、スクリュー１００のネジ部
１０４を挿通部８８内へ挿入しつつ、スクリュー１００の頭部１０２を収容部８２内へ挿
入することで、スクリュー１００を挿通部８８の配置部８８Ｂ（締結位置）側へスライド
（組付け）できる。
【００６５】
　しかも、挿通部８８の挿入路８８Ａには、一対の爪部９０が形成されており、配置部８
８Ｂ内に配置されたスクリュー１００が収容部８２の開口側へ移動すると、スクリュー１
００のネジ部１０４が爪部９０に係合される。その結果、スクリュー１００における収容
部８２の開口側への移動が抑制される。このため、配置部８８Ｂ内にスクリュー１００を
仮保持できる。これにより、スクリュー１００をボディ６０に仮保持した状態でフレーム
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３０への組付位置にボディ６０を配置でき、当該組付位置においてスクリュー１００をフ
レーム３０に締結できる。したがって、ボディ６０のフレーム３０への組付性を向上でき
る。
【００６６】
　また、ウェビング巻取装置１２を構成するボディ６０に収容部８２、挿通部８８、工具
孔９２、及び固定孔９４が形成されている。このため、ウェビング巻取装置１２において
機能毎に構成された複数のユニットを重ねて配置して固定する際に、固定構造の省スペー
ス化を図ることができる。
【００６７】
　なお、本実施の形態では、ボディ６０の他側壁８６において工具孔９２と固定孔９４と
が隣接して配置されている。これに代えて、例えば、スクリュー１００の締結方向から見
て工具孔９２と固定孔９４とをラップするように配置してもよい。すなわち、工具孔９２
と固定孔９４とを連通するように配置してもよい。これにより、スクリュー１００の締結
方向から見たボディ６０におけるスクリュー１００及び固定孔９４の設置スペースを一層
小さくすることができる。
【００６８】
　また、例えば、ボディ６０に形成された固定孔９４を省略して、工具孔９２内にスプリ
ングカバー７２の固定部９６が固定されるように構成してもよい。すなわち、工具孔９２
を固定孔９４と兼用してもよい。この場合には、工具孔９２と固定孔９４との共用化を図
ることができ、スクリュー１００の締結方向から見たボディ６０におけるスクリュー１０
０及び固定孔９４の設置スペースをより一層小さくすることができる。
【００６９】
　さらに、本実施の形態では、ボディ６０に収容部８２、挿通部８８、工具孔９２、及び
固定孔９４が形成されているが、これら収容部８２、挿通部８８、工具孔９２、及び固定
孔９４を形成する部材は、これに限らない。例えば、ボディ６０の代わりに従来周知の駆
動機構（スプール３８の回転をモータで駆動する機構）を設けて、この駆動機構における
モータやギヤ等が配置されるハウジングに、収容部８２、挿通部８８、工具孔９２、及び
固定孔９４を形成してもよい。
【００７０】
　また、本実施の形態では、シートベルト装置１０を構成するウェビング巻取装置１２に
固定構造８０が適用されている。これに代えて、例えば、シートベルト装置１０を構成す
るバックル装置２２に固定構造８０を適用してもよい。例えば、バックル装置２２にスピ
ーカユニット等の機能ユニットを固定する際の固定構造に固定構造８０を適用してもよい
。
【符号の説明】
【００７１】
１０　　　シートベルト装置
１２　　　ウェビング巻取装置（装置構成部材）
１４　　　ウェビング
３０　　　フレーム（ベース部材）
３８　　　スプール
６０　　　ボディ（第１部材）
７２　　　スプリングカバー（第２部材）
８２　　　収容部
８４　　　一側壁
８６　　　他側壁
８８　　　挿通部
９０　　　爪部
９２　　　工具孔
９４　　　固定孔
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９６　　　固定部
１００　　スクリュー（締結部材）
１０２　　頭部

【図１】 【図２】
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